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１．はじめに 
地表面温度は大気陸面相互作用のキーパラメーターである。そのため、森林伐採や都市化による土地被覆変遷
過程の把握や、その変化がもたらす砂漠化やヒートアイランド現象等の環境問題の解明に重要な役割を果たし
ている。Oku et al. [1],[2],[3]はGMS-5 (ひまわり5号)の観測データを用いてチベット高原上の地表面温度を算
出する方法を提案し、これを用いて地表面エネルギーフラックスの算出を行った。一方、昨年７月より運用が
開始されたひまわり８号は、従来のひまわりと比べ時空間分解能が大幅に向上している。そのため、土地利用
分布が複雑な日本の都市域などでも地表面温度の分布や時間変化を捉えることができ、都市化の進捗にともな
う植生・土地利用の変化やヒートアイランド現象のより詳細な実態を明らかにできると期待される。本研究で
は都市域における熱環境の詳細なモニタリングやヒートアイランド現象のメカニズム解明への適用に向け
た、ひまわり8号用の地表面温度算出手法の構築を行った。 
２．算出アルゴリズム 
静止衛星による地表面温度観測は熱赤外域の波長帯で観測された地表面からの放射量を用いて推定する。熱赤
外域の放射は光学的に厚い雲を透過できないため、地表面温度観測が不可能な雲域を前処理として除外する必
要がある。そこで本研究ではまず、ひまわり8号の可視・赤外7バンドを利用した雲域検出手法を構築し、雲域
を除外するアルゴリズムを作成した。次に、放射伝達モデルRstar6bを用いて様々な地表面・大気状態をシ
ミュレートし、ひまわり8号に最適な地表面温度算出式や使用バンドの検討を行った。さらに、検討によって得
られた算出式に衛星天頂角の情報を組み込むことで、よりひまわり8号データに適した地表面温度算出式を考案
した。また、センサが観測する熱赤外域の放射量は地表面温度の高さに応じて変化するだけでなく、水蒸気や
地表面射出率の大きさにも反映して変化するため、地表面温度の算出には水蒸気量や地表面射出率の情報も必
要となる。本研究では水蒸気量と地表面射出率もひまわり8号データから推定することで、ひまわり8号データ
だけで地表面温度の算出が可能な手法を構築した。 
３．結果 
本研究の手法によって算出された地表面温度の精度を評価するため、NASAで提供されているMODIS地表面温度プ
ロダクト(Collection-5) を用いて日本域を対象とした比較検証を行った。その結果、高温多湿の環境下で過小
評価となるMODIS地表面温度プロダクト(Collection-5)に対して適度な過大評価傾向が見られ、本研究の地表面
温度プロダクトの妥当性が確認された。また本研究で作成した雲域検出手法に関しても、MODIS雲マスクプロダ
クトとアメダス日照時間データを用いた比較検証を行うことで、雲の検出が困難な都市域において信頼性の高
い検出結果が確認された。 
静止気象衛星であるひまわり8号データを用いた算出手法を構築したことで、極軌道衛星よりも高時間分解能で
地表面温度の変化を捉えることが可能となった。また、日本域だけでなく中国，韓国，シンガポール，オース
トラリアなどの主要都市にも均質な精度で観測が行えることから、これらの地域に適用して解析を行うことで
今後都市気候研究において大きな貢献が期待される。 
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